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日本リメディアル教育学会、ニューズレターNo.46 をお届

けいたします。今回は、 

(1)第 7回全国大会開催報告 

(2)理事会開催報告 

(3)総会開催報告 

についてお知らせいたします。 

 

 

第7回全国大会は、9月2日および 3日に福岡大学にお

いて開催されました。それに先立ち、前日の9月1日には、

佐賀大学において第 7 回全国大会プレカンファレンスセミ

ナーおよび「コミュニケーション能力育成部会」の設置会合

が行われました。 

 

台風 12号の日本接近に伴い、一般研究発表に 2～3の

発表取り消しはありましたが、特別講演、シンポジウム 4件、

ワークショップ 1件、ラウンドテーブル 1件、11件の一般研

究発表セッション(口頭発表とポスター発表)において、事前 

 

に参加を申し込んだ310人と当日参加を申し込んだ78人に

より、熱心な討論が交わされました。 

また、9 月 2 日の夕刻に行われた情報交換会では、約

180 人の参加者が自由闊達な意見交換を行いました。さら

に、21社の賛助会員による 23ブースの出展会場でも様々

な情報提供が行われました。 

 (第 7回全国大会実行員会委員長  寺田 貢) 

 

 

9月 1日と 2日に 3回の理事会が開催されました。開催

場所は、1回目は9月1日佐賀大学文化教育学部5号館講

義室、2回目は 9月 2日福岡大学A棟 6階A609教室、3

回目は 9月 2日福岡大学A棟 4階A401教室でした。 

1 回目の理事会では、翌日の 2 回目の理事会での検討

事項について、確認を行いました。 

総会後に開催した 3 回目の理事会では、穗屋下理事が

会長に選定され、副会長の指名が承認されました。 

2 回目の理事会では、学会の運営状況に関する事項に

ついて審議・報告が行われました。議事の概要を以下に示

します。 

【審議・協議事項】 

1．2010（平成 22）年度事業報告・決算 

寺田事務局長から、事業報告と決算について、別紙 1

のように報告され、審議の結果、承認されました。 

2．2011（平成23）年度事業計画・収支予算 

寺田事務局長から、事業計画と予算について、別紙 2

のように報告され、審議の結果、承認されました。 

3．第 8回全国大会について 

穗屋下会長から、第 8 回全国大会を関西地域で実施

すること、第 8 回全国大会実行委員会を設置し、実行委

員会委員長として、村上理事を任免することが提案され、

審議の結果、承認されました。 

4．第 9回以降の全国大会開催について 

穗屋下会長から、第 9 回以降の全国大会を、関東・甲

信、中国・四国の地域の順で実施していくことが提案され、

協議の結果、承認されました。 

5．学会活動の拡大 

将来構想検討委員会の小野理事より、研究分野の拡

張に伴い、学会の名称変更も含めた学会としての方針に

ついて文書案の説明があり、今後ワーキンググループ

を設け、年内を目途に意見を集めることとし、本日の総

会でも会員に呼びかけることとなりました。 

6．新専門部会設置 

コミュニケーション能力育成部会の設置について、小

野理事より説明があり、審議の結果、今後 部会の名称

などを検討することを踏まえて、承認されました。 

7．その他 

1) 全国大会運営について 



寺田理事より全国大会の運営について、所属機関が

開催地域にある副会長が事務局と実行委員会の連絡役

として機能すること、第 7 回までの運営で作成・使用した

文書などを整理して、汎用の文書として以降の全国大会

で利用できるようにすることが説明されました 

2) 学会誌広告の件 

編集委員会の金田理事より、学会誌への広告掲載や

掲載料の徴収など、当面は現状維持とすることについて

説明があり、現状をニューズレターで会員に情報提供す

ることになりました。 

3) CiNiiへの学会誌送付の件について 

竹内理事よりCiNiiへの学会誌送付について、会誌の

記事に著作権規程を遡及適用させるため Web で公告す

ること、CiNii で公開しない箇所とその事前処理など説明

があり、協議の結果、承認されました。 

4) 学会賞・論文賞、感謝状などの表彰 

将来構想検討委員会から、学会賞などの表彰制度に

ついての説明があり、協議を行いました。 

【報告事項】 

1．会務の執行状況について 

穗屋下会長から職務の執行状況の報告として、前回

の理事会以降の学会の活動の概要に関する説明があり

ました。 

2．役員候補者選出選挙結果報告 

寺田事務局長から、役員候補者選出選挙の結果につ

いて、全員が役員候補者として信任されたことが報告さ

れました。 

3．日本語部会報告 

日本語部会の馬場理事から、日本語教育に関する

e-Learning教材の作成など、日本語部会の活動について

報告されました。 

4．アンケート実施報告 

将来構想検討委員会の小野理事から、全国の大学を

対象に実施したリメディアル教育および導入教育に関す

るアンケートの結果の概要について報告されました。 

5．学習支援ハンドブック作成について 

小野理事から、「学習支援ハンドブック(仮称)」の出版

計画について報告されました。 

 

 

総会では、以下の点について、それぞれ報告または審

議が行われました。議長を穗屋下会長、議事進行を寺田事

務局長が担当しました。 

1．2010(平成 22)年度事業報告 

別紙1に従い、2010年度の事業について報告されまし

た。 

2．2010(平成 22)年度決算 

別紙1に従い、2010年度の決算について説明され、総

会出席者により承認されました。 

3．2011(平成 23)年度事業計画・収支予算 

別紙 2 に従い、2011 年度の事業計画と予算について

報告されました。 

4．役員候補者選出選挙結果 

役員候補者選出選挙の結果について、全員が役員候

補者として信任されたことが報告されました。 

5．役員の選任について 

体調不良で辞退した 1名を除き、信任された役員候補

者を役員として選任することが、総会出席者により承認

されました。 

 

 

会誌『リメディアル教育研究』では、リメディアル教育に関

する研究、教材や教授法の開発と評価、実践の報告などに

ついての原稿を募集します。 投稿は本会の会員が筆頭者

であるものに限ります(編集委員会が特に認めた場合は、

非会員からの論文等を掲載することもあります)。 掲載の

採否は、査読審査を経たのち、編集委員会において決定し

ます。原稿料の支払い、掲載料の徴収はいたしません。 

詳しくは http://www.jade-web.org/jade/journal/journal.html 

をご覧ください。 

 

【文責】 寺田 貢

 



日本リメディアル教育学会 2010（平成 22）年度事業報告書 

（2010年 4月 1日～2011年 3月 31日） 

Ⅰ．事業活動 

1．学術集会等の開催（会則第 3条第 1号、第 4号） 

（1）第 6回全国大会 

2010年 8月 30日～31日、湘南工科大学において開催した。（参加者 456名） 

（2）リメディアルセミナー 

2010年 7月 14日～17日、沖縄県内 4大学において開催した。 

（3）第 5回九州・沖縄支部会支部大会 

2010年 11月 21日、沖縄国際大学において開催した。（参加者 60名） 

（4）第 3回関西支部会支部大会 

2011年 3月 23日、関西外国語大学において開催した。（参加者約 100名） 

2．学術雑誌等の発行又は公表（会則第 3条第 2号、第 4号） 

（1）リメディアル教育研究 

第 5巻第 1号と第 5巻第 2号を発行した。 

（2）ニューズレター 

No.29～No.40を発行した。 

学会Webサイトでバックナンバーを公表することになった。 

3．国内外の関連学術団体との連携及び協力（会則第 3条第 3号、第 4号） 

（1）日本学術会議協力学術団体の指定 

平成 23年 2月 24日付で日本学術会議協力学術団体の指定を受けた。 

（2）The National Association for Developmental Education (NADE)との連携 

酒井志延会員が、NADEの編集委員会の委員に委嘱されている。 

4．その他本会の目的を達成するために必要な事業（会則第 3条第 5号） 

（1）メーリングリスト 

会員情報提供用メーリングリストと各専門部会用メーリングリストを設けた。 

（2）日本語部会による日本人大学生のための日本語教材開発 

    i)  アクティビティ教材 

ii)  eラーニング教材 

iii) 教材利用方法解説映像 

 

別紙1



Ⅱ．総会、理事会の開催状況 

1．総会 

（1）2010年度総会 

2010年 8月 30日、湘南工科大学において開催した。 

2．理事会 

（1）2010年度第 1回理事会（メール会議） 

2010年 4月 19日～23日に実施した。 

（2）2010年度第 2回理事会 

2010年 8月 29日、藤沢産業センターにおいて開催した。 

（3）2010年度第 3回理事会 

2010年 8月 30日、湘南工科大学において開催した。 

（4）2010年度第 4回理事会 

2011年 3月 23日、関西外国語大学において開催した。 

Ⅲ．会員の状況 

1．2010年度の会員数 

（1）正会員 490名 

（2）大学会員 29団体 

（3）賛助会員 35団体 

2．2010年度の会員異動 

 前期末会員数 当期入会数 当期退会数 当期末会員数 

正会員 420名 70名 41名 449名 

大学会員 25団体 4団体 3団体 26団体 

賛助会員 25団体 10団体 6団体 29団体 

Ⅳ．規程等 

1．会則の全部を改正し、2010年 9月 1日から施行した。 

2．役員候補者選出規程を制定し、2010年 9月 1日から施行した。 

3．著作権規程を制定し、2011年 3月 23日から施行した。 

 

以上 
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 2010年度（平成22年度）
2010年4月1日～2011年3月31日

日本リメディアル教育学会　収支計算書

差額 備考

数量 単価 合計 数量 単価 合計

前期繰越（A） 6,444,479

I．収入の部

１．会費収入

正会員 460 4,000 1,840,000 479 4,000 1,927,000 87,000 2件、計11,000円過剰に払い込み。

大学会員（大学賛助会員） 30 10,000 300,000 28 10,000 280,000 ▲ 20,000

賛助会員（企業賛助会員） 40 30,000 1,200,000 33 30,000 990,000 ▲ 210,000 1件過剰に払い込み。平成22年度内に払戻。

（小計） 3,340,000 3,197,000 ▲ 143,000

2．事業収入

印税収入 200,000 361,392 161,392

学会誌収入

会員 20 1,000 20,000 29 1,000 29,000 9,000

非会員 10 2,000 20,000 10 2,000 20,000 0

全国大会余剰金

第6回全国大会 409,532 409,532

地方支部会余剰金

関西支部会

九州・沖縄支部会 36,590 36,590

（小計） 240,000 856,514 616,514

3．補助金等収入

寄付金 0 27 27

（小計） 0 27 27

4．雑収入

利息 1,000 914 ▲ 86

（小計） 1,000 914 ▲ 86

収入合計（B） 3,581,000 4,054,455 473,455

II．支出の部

1．事業費

年会費払戻

正会員 1 4,000 4,000

賛助会員 1 30,000 30,000

全国大会運営・事務費

平成23年度 82,269 全国大会プレイベント経費

平成23年度 1 200,000 200,000 1 200,000 200,000 0

地方支部会運営・事務費 7 30,000 210,000 2 30,000 60,000 ▲ 150,000 九州・沖縄支部大会、関西支部大会のみ開催

委員会運営・参加費

編集委員会 250,000

国際交流委員会 250,000 250,000 0 第6回全国大会海外講師費用

将来構想検討委員会 250,000 82,986 ▲ 167,014

専門部会運営・参加費

英語部会 80,000

日本語部会 100,000 100,000 日本語授業映像化作業

理数系部会 80,000

学習支援部会 80,000

ICT推進部会 500,000 500,000 日本語eラーニング教材サンプル制作など

学会誌印刷

第5巻第1号 600,000 555,996 ▲ 44,004

第5巻第2号 600,000 599,260 ▲ 740

学会パンフレット印刷 3,000 40 120,000 0 ▲ 120,000 A4 表フルカラー：裏2色刷り、未作成

（小計） 3,320,000 2,464,511

2．一般管理費

通信費 100,000 81,352 ▲ 18,648

会議費 80,000 66,633 ▲ 13,367

事務用品 100,000 21,870 ▲ 78,130

会員管理 12 50,000 600,000 12 50,000 600,000 0

ドメイン取得管理 3,000 2,115 ▲ 885

サーバ管理費

平成23年度 150,000 150,000 0

雑費 8,000 11,725 3,725

（小計） 1,041,000 933,695

3．予備費

予備費 1,000,000 0 ▲ 1,000,000

（小計） 1,000,000 0

支出合計（C） 5,361,000 3,398,206 ▲ 1,962,794

収支（B）－（C) ▲ 1,780,000 656,249 2,436,249

次期繰越（A）+（B）-（C） 4,664,479 7,100,728

予算 決算

別紙1



日本リメディアル教育学会 2011（平成 23）年度事業計画書 

（2011年 4月 1日～2012年 3月 31日） 

Ⅰ．事業活動 

1．学術集会等の開催（会則第 3条第 1号、第 4号） 

（1）第 7回全国大会 

2011年 9月 2日～3日、福岡大学において開催する。 

（2）支部大会等 

各支部会等において必要に応じて開催する。 

2．学術雑誌等の発行又は公表（会則第 3条第 2号、第 4号） 

（1）会誌「リメディアル教育研究」 

第 6巻第 1号と第 6巻第 2号を発行する。 

（2）ニューズレター 

学会の動向について、会員に情報提供するため、必要に応じて発行する。 

（3）「学習支援ハンドブック」 

発行に向け、委員会を設置し、作業を実施する。 

3．国内外の関連学術団体との連携及び協力（会則第 3条第 3号、第 4号） 

（1）The National Association for Developmental Education (NADE)との連携 

酒井志延会員が、NADEの編集委員会の委員に委嘱されている。 

（2）国立情報学研究所(NII)の電子図書館事業(NII-ELS)への参加 

NII論文情報ナビゲータ(CiNii)による会誌バックナンバーの電子公開を進める。 

（3）関連他学会との交流 

初年次教育学会、コンピュータ利用教育学会(CIEC)との連携を行う。 

（4）日本学術会議との協力関係 

日本学術会議協力学術団体として、必要に応じて協力関係を進める。 

4．その他本会の目的を達成するために必要な事業（会則第 3条第 5号） 

（1）役員候補者選出選挙の実施 

（2）全国の大学へのアンケートの実施 

全国の大学を対象にして、入学前教育・プレースメントテスト・リメディアル教育の

実施状況に関するアンケートを実施し、その結果を第 7回全国大会で報告する。 

（3）会員名簿の配付 

（4）学会パンフレットの配布 

 

以上 

別紙2



 2011年度（平成23年度）
2011年4月1日～2012年3月31日

日本リメディアル教育学会　収支予算書

予算 備考

数量 単価 合計

前期繰越（A) 7,100,728

I．収入の部

１．会費収入

正会員 500 4,000 2,000,000

大学会員 30 10,000 300,000

賛助会員 40 30,000 1,200,000

（小計） 3,500,000

2．事業収入

印税収入 300,000

学会誌収入

会員 30 1,000 30,000

非会員 10 2,000 20,000

（小計） 350,000

3．補助金等収入

寄付金 0

（小計） 0

4．雑収入

利息 1,000

（小計） 1,000

収入合計（B） 3,851,000

II．支出の部

1．事業費

全国大会準備費

第8回全国大会分 1 200,000 200,000 第8回大会は2012年度に開催

地方支部大会開催費補助 7 30,000 210,000

委員会運営費 500,000

専門部会運営費 1,000,000

配布物印刷 150,000 全国大学短大宛アンケート用冊子・回答用紙印刷および会員名簿印刷

学会誌印刷発送

第6巻第1号 1,200,000 全大学宛アンケート用紙同封につき増刷

第6巻第2号 600,000

学会パンフレット印刷 3,000 40 120,000 A4 表フルカラー：裏2色刷り

（小計） 3,980,000

2．一般管理費

通信費 400,000 郵送料、宅配便料、切手代他（アンケート調査・報告、役員候補者選挙等）

理事会会議費 80,000

事務用品 300,000 印刷消耗品（用紙・トナー等）、封筒、バインダ他

会員名簿管理等人件費 12 50,000 600,000

ドメイン管理 3,000

サーバ維持費 150,000

雑費 10,000

（小計） 1,543,000

3．予備費

予備費 1,000,000

（小計） 1,000,000

支出合計（C） 6,523,000

収支（B）－（C) ▲ 2,672,000

次期繰越（A）＋（B）－（C） 4,428,728
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日本リメディアル教育学会 役員候補者 名簿 

理事候補者 名簿 (選挙により選出された候補者) 

氏 名 所属機関 

岩崎 光伸 近畿大学 

植松 茂男 京都産業大学 

小川 洋 聖学院大学 

金田 徹 関東学院大学 

小薗 和剛 熊本県立大学 

高橋 正克 長崎大学 

中園 篤典 広島修道大学 

穗屋下 茂 佐賀大学 

水町 龍一 湘南工科大学 

椋本 洋 立命館大学 

村上 裕美 関西外国語大学短期大学部 

小林 由子 北海道大学 

田中 佳子 日本工業大学 

佐藤 尚子 千葉大学 

長尾 佳代子 大阪体育大学 

御園  真史 島根大学 

浅野 享三 南山短期大学 

中嶋  輝明 北星学園大学 

石毛 弓 大手前大学 

小川 英生 東京電機大学 

高階 悟 秋田県立大学 

中村  朋子 広島国際大学 

監事候補者 名簿 (選挙により選出された候補者) 

氏 名 所属機関 

大津 敦史 福岡大学 

鞍掛 哲治 鹿児島工業高等専門学校 

 

※ 会 則 抄 

第 16条 総会の決議は、総正会員の 20分の 1を超える正会員が出席し、出席した当該正会員の

議決権の過半数をもって行う。 

2 理事又は監事を選任する決議に際しては、候補者ごとに前項の決議を行わなければならない。 

ただし、総正会員が選挙権を有する候補者選出選挙を総会開催前に実施し、これにより選出さ

れた候補者が複数ある場合は、当該候補者全員の選任議案を一括して決議することができる。 
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